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第37期県本部青年女性労働学校
日　時 ８月22日（土） 10～12時
場　所 自治労会館
内　容 ・報告：「コロナ感染下の職場状況」
 ・講演：「働き方改革をすすめよう
 　　　　～コロナ後の働き方とは～」
 講師　松上隆明月刊労働組合編集長

　
県
本
部
は
、
臨
時
・
非
常

勤
等
職
員
を
組
織
化
し
処
遇

改
善
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き

た
単
組
な
ど
を
対
象
に
「
臨

時
・
非
常
勤
等
職
員
交
流
集

会
」
を
、
昨
年
か
ら
３
回
開

催
し
交
流
を
深
め
て
き
ま
し

た
。
　
こ
う
し
た
な
か
、
さ
ら
な

る
労
働
条
件
改
善
、
組
織
拡

大
に
む
け
て
、
７
月
　
日
、

17

自
治
労
会
館
で
臨
時
職
員
評

議
会
結
成
総
会
を
開
き
５
単

組
　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

15
　
総
会
は
、
は
じ
め
に
千
歳

県
本
部
委
員
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
評
議
会
結
成
を
祝
う
と

と
も
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
が
県
内
の
職

場
に
も
労
働
条
件
改
悪
の
動

き
な
ど
に
影
響
し
て
い
る
こ

と
や
人
事
院
の
勧
告
に
向
け

た
民
間
給
与
実
態
調
査
が
遅

れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
触
れ

た
あ
と
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
導
入
に
伴
う
労
働
条

件
の
改
善
や
組
織
拡
大
の
取

り
組
み
強
化
を
呼
び
か
け
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
結
成
総
会
に
至

る
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
運
動

方
針
、
規
則
が
提
案
さ
れ
、

全
体
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　
役
員
体
制
で
は
、
県
嘱
託

労
組
の
大
越
さ
ん
が
議
長
に

選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
大
越
議
長
は
あ
い
さ
つ
で

「
私
た
ち
臨
時
・
非
常
勤
等
職

員
の
課
題
や
取
り
組
み
を
語

り
合
え
る
場
が
設
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
県
内
で
働

く
仲
間
同
士
が
取
り
組
み
を

共
有
化
し
、
よ
り
具
体
的
な

要
求
、
事
例
を
当
局
に
示
す

こ
と
に
よ
り
労
働
条
件
の
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
こ

れ
ま
で
以
上
に
強
力
な
も
の

に
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま

た
、
組
合
執
行
部
だ
け
で
な

処
遇
改
善
・
組
織
拡
大
め
ざ
そ
う

く
様
々
な
職
種
、
立
場
で
働

く
仲
間
同
士
が
学
習
、
交
流

を
図
る
こ
と
に
よ
っ
て
い
ろ

い
ろ
な
思
い
を
抱
き
な
が
ら

自
分
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
組

合
活
動
を
進
め
る
こ
と
で
組

合
活
動
自
体
へ
の
参
加
を
活

性
化
し
、
地
域
全
体
の
労
働

条
件
改
善
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
今

後
も
全
体
で
協
力
し
な
が
ら

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
た

い
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
県
嘱
託
労
組
、

水
戸
市
臨
時
嘱
託
労
組
、
牛

久
市
職
、
鹿
嶋
市
職
、
日
立

市
職
労
か
ら
活
動
報
告
が
あ

り
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
結
成
さ
れ
た
県
本
部
臨
時

職
員
評
議
会
は
引
き
続
き
、

県
内
・
全
国
の
活
動
、
情
報

を
共
有
化
し
、
臨
時
非
常
勤

県
本
部
臨
時
職
員
評
議
会
を
結
成

謂

井

遺

亥

違違違違違違違違違違

違違違違違違違違違違
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医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
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医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
医
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2020年度ブロック活動者学校
▽第１回・「自治労運動と私たちの課題」
　　講師：自治労県本部千歳委員長
▽第２回・「助け合い‐じちろうの共済について‐」
　　講師：自治労共済茨城県支部花岡事務局長

　
は
じ
め
に
、
須
之
内
議
長

が
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
状
況

や
廃
案
と
な
っ
た
公
務
員
の

定
年
制
法
案
に
触
れ
た
あ

と
、「
今
後
、
人
事
委
員
会
勧

告
や
地
方
確
定
闘
争
を
控

え
、
県
財
政
の
悪
化
や
コ
ロ

ナ
禍
の
難
局
に
、
一
致
団
結

し
て
取
り
組
め
る
総
会
に
し

て
い
こ
う
」と
訴
え
ま
し
た
。

　
次
に
、
２
０
１
９
活
動
経

過
報
告
・
決
算
報
告
の
提
案

と
承
認
、
２
０
２
０
活
動
方

針
・
予
算
の
提
案
と
承
認
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
あ
と
構
成
組
織
か
ら

春
闘
期
の
取
り
組
み
と
課
題

に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
か
ら
報

告
を
受
け
ま
し
た
。

　
役
員
改
選
で
は
、
茨
城
県

教
職
員
組
合
執
行
委
員
長
の

杉
山
議
長
を
は
じ
め
と
す
る

新
執
行
部
を
選
出
し
ま
し

た
。

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠

働
組
合
共
闘
会
議（
地
公
労
）

は
、
７
月
　
日
、
茨
城
教
育

13

会
館
で
２
０
２
０
年
度
定
期

総
会
を
開
き
ま
し
た
。

　
自
治
労
、
県
職
連
合
、
茨

城
県
教
職
員
組
合
、
茨
城
県

高
等
学
校
教
職
員
組
合
で
つ

く
る
茨
城
県
地
方
公
務
員
労

確
定
闘
争
に
全
力
を

　
県
地
公
労
が
総
会
開
く

臨時職員評議会結成総会であいさつする大越議長

旺

王

欧

翁

横横横横横横横横横

横横横横横横横横横

殴
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殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
殴
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殴
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殴
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県本部臨時職員評議会
役員体制

議　長 大越　正章（県嘱託労組）
副議長 宮田　絵美（水戸市臨時嘱託労組）
事務局長 宮田　竜一郎（県本部）
幹　事　山口　弘子（県嘱託労組）
幹　事 樫村　友理映（水戸市臨時嘱託労組）
幹　事 榎本　　幸（鹿嶋市職嘱託職員対策部）
幹　事 浦田　広行（鹿嶋市職）
幹　事 小野　美穂（牛久市職臨時非常勤等評議会）
幹　事 麻生　則子（牛久市職臨時非常勤等評議会）
幹　事　菊池　弘史（日立市職労）
幹　事　鈴木　智子（日立市職労）

※開催時間は18：30、終了は20：00。
　開催場所は水戸ブロックが自治労会館、県南
ブロックが自治労県南会館。その他のブロック
はブロックより通知があります。

第２回第１回ブロック

９月１日（火）８月４日（火）県　北

９月２日（水）８月５日（水）水　郡

９月３日（木）８月６日（木）水　戸

９月８日（火）８月１８日（火）鹿　行

９月９日（水）８月１９日（水）土　浦

９月１０日（木）８月２０日（木）県　南

チャンネル登録をお願いします！チャンネル登録をお願いします！
「被爆75周年原水爆禁止世界大会」公式チャンネル開設
原水禁大会をYouTubeで配信します
集会日程 広島大会 ８月６日（木） 13：00～
 長崎大会 ８月９日（日） 13：00～
 福島大会 ８月12日（水） 13：00～

職
員
の
処
遇
改
善
、
組
織
強

化
・
拡
大
を
め
ざ
し
て
い
き
ま

す
。
各
単
組
も
取
り
組
み
を

強
化
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

団結ガンバローで人勧期に向け闘う決意を固めた
地公労総会

地公労2020四役体制
議　  長
　　杉山　　繁（茨教組）
副 議 長
　　須之内浩二（県職連合）
副 議 長
　　千歳　益彦（自治労）　
副 議 長
　　蓮田　　斉（高教組）　
事務局長
　　根本　陸男（県職連合）
事務局次長
　　塙　　　淳（県職連合）
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カ
月
分
の
支
給
と
な
っ
た

45自
治
体
も
あ
る
こ
と
か
ら
不

安
で
し
た
が
、
交
渉
を
重
ね

た
結
果
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昇
給（
前
歴
換
算
）は
、
年

４
号（
一
部
現
業
系
の
業
種
で

は
年
２
号
）を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
さ
ら
に
非
常
勤
職
員
で

働
い
た
期
間
も
年
４
号
加
算

す
る
こ
と
と
な
り
、
満
足
い

く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
給
与
制
度
に
つ
い
て
、
期

末
手
当
、
昇
給
と
も
満
足
い

く
結
果
と
な
り
、
年
収
が
一

定
改
善
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
が
、
報
酬
月
額
の
上

限
は
不
満
が
残
り
ま
す
。
勤

務
年
数
７
年
で
上
限
と
な
っ

て
し
ま
い
、
そ
れ
以
上
昇
給

し
な
い
制
度
だ
か
ら
で
す
。

現
在
働
く
臨
時
非
常
勤
職
員

は
５
年
程
度
継
続
し
て
い
る

者
も
多
く
、
数
年
で
昇
給
が

ス
ト
ッ
プ
し
て
し
ま
い
ま

す
。
ま
た
、
臨
時
非
常
勤
職

員
の
頃
の
月
額
上
限
と
比
較

し
て
下
が
っ
て
し
ま
う
職
が

あ
る
こ
と
も
問
題
で
す
。
こ

の
問
題
は
継
続
し
て
交
渉
・

要
求
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

　
休
暇
制
度
に
つ
い
て
は
、

常
勤
職
員
と
ほ
ぼ
同
等
の
休

暇
が
整
備
さ
れ
、
特
に
要
求

し
て
き
た
夏
季
休
暇
も
新
設

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
勤
務
日
数
に
よ
り
付
与

さ
れ
る
日
数
は
異
な
り
ま
す

が
、
週
５
日
勤
務
す
る
者
は

常
勤
職
員
と
同
じ
５
日
と
な

り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
臨
時

非
常
勤
等
評
議
会
に
は
学
校

職
場
で
働
く
組
合
員
も
お

り
、
学
校
閉
庁
日
を
有
給
休

暇
で
対
応
し
て
き
た
た
め
、

個
人
が
自
由
に
使
え
る
有
給

休
暇
が
少
な
い
と
い
う
こ
と

を
自
ら
の
口
で
伝
え
て
き
た

こ
と
も
有
効
に
働
い
た
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
非
常
勤
職

員
と
し
て
働
い
た
期
間
の
有

給
休
暇
の
持
越
し
も
で
き
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
当
局

は
こ
の
件
も
な
か
な
か
明
確

に
回
答
し
て
こ
な
か
っ
た
の

で
す
が
、
市
職
員
組
合
か
ら

法
令
や
国
か
ら
出
さ
れ
た
マ

ニ
ュ
ア
ル
等
を
根
拠
に
要
求

し
て
も
ら
っ
た
結
果
だ
と
思

い
ま
す
。

　
任
用
形
態
に
つ
い
て
は
、
当

局
は
当
初
か
ら
パ
ー
ト
タ
イ

ム
で
の
任
用
を
前
提
と
し
て
き

ま
し
た
。
条
例
上
は
フ
ル
タ

イ
ム
任
用
が
制
度
化
さ
れ
て

お
り
、
働
き
方
や
業
務
内
容

か
ら
フ
ル
タ
イ
ム
で
の
任
用
を

要
求
し
て
き
ま
し
た
が
、
今

年
度
は
か
な
い
ま
せ
ん
で
し

た
。
た
だ
、
交
渉
の
中
で
、

必
要
性
が
示
さ
れ
れ
ば
フ
ル

タ
イ
ム
で
の
任
用
が
あ
り
得

る
と
の
回
答
を
引
き
出
す
こ

と
が
で
き
ま
し
た
の
で
、
引
き

続
き
要
求
・
交
渉
を
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
市
職
員
組
合
が
主
導
で

行
っ
て
い
る
こ
と
で
す
が
、
交

渉
で
確
認
し
た
事
項
は
書
面

化
し
て
い
ま
す
。
団
体
交
渉

の
議
事
録
と
確
認
し
た
労
働

条
件
は
確
認
書
と
し
て
労
使

双
方
が
記
名
押
印
し
て
保
管

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
こ
れ
ま
で
の
交

渉
で
残
っ
て
い
る
課
題
に
つ

い
て
継
続
的
に
要
求
・
交
渉

を
重
ね
、
改
善
を
図
っ
て
お

り
ま
す
が
、
課
題
が
あ
り
ま

す
。
一
定
の
条
件
を
獲
得
で

き
た
た
め
満
足
し
脱
退
す
る

者
や
議
長
等
の
役
職
を
担
う

こ
と
を
拒
否
す
る
者
な
ど
が

頻
出
し
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
成
果
や
今
後
の
要
求

を
ま
と
め
た
加
入
を
呼
び
か

け
る
チ
ラ
シ
の
配
布
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
引
き
続

き
職
員
の
目
に
見
え
る
活
動

を
ど
の
よ
う
に
し
て
い
く
か

検
討
を
す
す
め
、
強
化
に
努

め
た
い
と
思
い
ま
す
。
自
治

労
の
仲
間
の
皆
さ
ん
、
共
に

頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

員
会
で
市
職
員
組
合
か
ら
状

況
報
告
を
い
た
だ
く
こ
と
は

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
し
、

市
職
員
組
合
の
方
々
の
熱
意

を
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。

　
前
述
の
様
に
市
職
員
組
合

と
一
体
と
な
っ
て
粘
り
強
く

交
渉
を
続
け
た
結
果
、
一
部

不
満
も
あ
り
ま
す
が
周
辺
自

治
体
よ
り
も
比
較
的
有
利
な

条
件
を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
期
末
手
当
に
つ
い
て
は
、

当
局
か
ら
年
１
・
　
カ
月
分

45

と
い
う
提
案
も
あ
っ
た
の
で

す
が
、
常
勤
職
員
と
の
均
衡

を
取
る
こ
と
を
要
求
し
、
常

勤
職
員
と
同
等
の
年
２
・
６

カ
月
分
を
勝
ち
取
り
ま
し

た
。
県
内
に
は
一
部
年
１
・

初
は
明
確
な
回
答
が
さ
れ

ず
、
具
体
的
な
交
渉
に
な
ら

な
か
っ
た
た
め
気
を
揉
み
ま

し
た
が
、
市
職
員
組
合
と
一

体
と
な
っ
て
交
渉
を
し
て
い

き
ま
し
た
。
私
た
ち
臨
時
非

常
勤
等
評
議
会
は
主
に
団
体

交
渉
に
出
席
し
、
本
音
を
伝

え
て
い
き
ま
し
た
。

　
市
職
員
組
合
の
方
々
は
我

が
身
の
様
に
熱
心
に
団
体
交

渉
と
事
務
レ
ベ
ル
交
渉
を
実

施
し
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
毎
月
行
っ
て
い
る
臨
時
非

常
勤
等
評
議
会
の
役
員
会
で

交
渉
状
況
や
県
内
の
自
治
体

の
状
況
を
教
え
て
も
ら
い
、

議
論
を
深
め
ま
し
た
。
当
局

か
ら
の
説
明
会
は
開
催
さ
れ

な
い
ま
ま
で
し
た
の
で
、
役

自治労茨城県本部職員（書記）募集
　
牛
久
市
職
員
組
合
臨
時
非

常
勤
等
評
議
会
を
結
成
し
た

の
は
昨
年
の
２
月
で
す
。
き
 

っ
か
け
は
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
に
対
す
る
不
安
や
労

働
条
件
改
善
へ
の
期
待
か
ら

で
す
。
結
成
に
あ
た
り
、
県

本
部
、
市
職
か
ら
大
き
な
後

押
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
昨
年
度
は
評
議
会
結
成
以

降
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
確
立
に
む
け
、
何
度
も
交

渉
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
当

組
合
っ
て
○力 
で
す
 ―
 臨
時
・
非
常
勤
の
取
り
組
み
 ―

　
評
議
会
結
成
で
労
働
条
件
を
大
幅
改
善

自
治
労
牛
久
市
職
員
組
合
臨
時
非
常
勤
等
評
議
会

駅
悦

詠
詠
詠
詠
詠
詠
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詠
詠
詠
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詠
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詠
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詠
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詠
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詠
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詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
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詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
詠
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詠
詠
詠
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2020年11月１日採 用 時 期

正規職員（6ヶ月間は試用期間付採用）採 用 形 態

自治労茨城県本部雇 用 主

労働組合に関する業務（一般事務）職 種

１人採 用 人 数

1975年（昭和50年）4月2日～2002年（平成
14年）4月1日生まれで高校卒業以上の方。
基本的なパソコン操作(word・excel)のでき
る方。普通自動車免許要。

受 験 資 格
資 格

水戸市桜川2-3-30（水戸駅南口徒歩7分）勤 務 地

△

自治労茨城県本部給与規程による
（高卒164,194円、大卒200,022円　※基本給
に調整手当６％加算）※職務経験により加
算有り、扶養手当・借家住居手当・時間外
手当・行動手当5,000円。賞与：年２回・計
4.50月分　※１年目は在籍期間による△

就業時間：８時30分～17時15分・休憩60分
　週休２日制・土日・祝日・年末年始・夏
期休暇有。　※時間外毎月10時間程度有。

条 件

ハローワーク水戸・ホームページ・自治労
各単組への周知

募 集 方 法

8月14日（金）締め切り　募 集 期 間

・１次試験　書類選考 ８月19日（水）
・２次試験　筆記試験（一般教養・小論文）
  ８月30日（日）
・３次試験　個人面接・集団討議
  ９月30日（水）

選 考

自治労茨城県本部　TEL029-224-0206問い合わせ

無料法律相談、随時ＯＫ
　自治労茨城県本部では、無料法律相談を随時行っていま
す。労働・生活に関わる悩み事などお気軽にご相談ください。
自治労茨城県本部顧問弁護士が相談に応じます。

相談先 自治労茨城県本部顧問弁護士　丹下　昌子
 水戸市南町３丁目４番５７号
 水戸セントラルビル３階
 丹下・小沼法律事務所
 電話　029－224－5150　　Fax　029－226－2191

　尚、法律相談は、依頼者（相談者）が丹下・小沼法律事務所に
直接電話し、相談日程等を決めて下さい。法律相談は、個別
事案ごとに、初回の法律相談を無料とし、２回目以降は所定の
報酬および経費を依頼者（相談者）が支払うことになります。


